
出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」前期基本計画（令和４年度～ 

令和６年度）に係る令和４年度の進捗状況の評価・検証等について 

 出雲市総合振興計画「出雲新話２０３０」前期基本計画の令和４年度の進捗状

況について、評価・検証を行いましたので、その結果を報告いたします。 

１ 施策体系の概要 

 本市の将来像「『出雲力』で夢☆未来へつなげ 誰もが笑顔になれるまち」の実

現に向けて、「みんなが活躍する」「地域の魅力を生かした」「持続可能な」まちづ

くりの取組を進めるため、「出雲新話２０３０」では「６つの基本方策」とその  

チャレンジ目標を定めています。また、まちづくりの各施策については、６つの

基本方策を横断的に捉え、「２７項目のまちづくりの施策」で構成し、それぞれ重

要業績評価指標（ＫＰＩ）を定めています。 
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２ 令和４年度（前期基本計画１年目）の重要業績評価指標（KPI）の評価結果 
 

※１ 単年度で実績値の把握や達成率の算出が困難な項目及び国・県事業等、市が主体となってでき
ない事業または外的要因の影響が大きいなどの理由によりＫＰＩを設定していない項目 

 

 【評価方法】令和４年度の目標値と実績値とを比較して達成率を算出し評価区分を判定  

令和４年度目標値に対する令和４年度実績値の達成率 

Ａ：１０割以上、Ｂ：８割以上１０割未満、Ｃ：６割以上８割未満、Ｄ：６割未満 

 

【目標達成率の算出方法】 

令和４年度の実績値÷令和４年度の目標値※２×１００ 
※２ 評価のために、便宜上、前期基本計画で設定したＲ６年度の目標値を３か年度（Ｒ４～Ｒ６）

で均等分割し、設定した目標値を含みます。 

６つの基本方策 指標数 

評価・達成率 

その他※1
 Ａ 

100％以上 

Ｂ 

99～80％ 

Ｃ 

79～60％ 

Ｄ 

59%以下 

合計 

ともに創る 

雇用創出・農林水産業・

商工業・ＩＴ産業・ 

出雲ﾌﾞﾗﾝﾄﾞなど 

２８ 

16 5 3 3 ２７ 1 

59.3% 18.5% 11.1% 11.1% 100%   

ともに守る 

防災・防犯・脱炭素・ 

環境問題・空き家対策・ 

トキによるまちづくり

など 

２４ 

15 2 0 3 ２０ 4 

75.0% 10.0% 0.0% 15.0% 100%   

ともに結ぶ 

観光・移住定住・交通

ﾈｯﾄﾜｰｸ・広域連携・文

化財活用など 

３２ 

20 5 3 2 ３０ 2 

66.7% 16.7% 10.0% 6.6% 100%   

ともに支える 

子育て・健康・福祉・ 

医療介護・中山間地域

振興・ｲﾝﾌﾗ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙな

ど 

６５ 

27 17 5 4 ５３ 12 

50.9% 32.1% 9.4% 7.5% 100%   

ともに育む 

教育・市民活動・自治

会活動など 

２１ 

6 10 3 0 １９ 2 

31.6% 52.6% 15.8% 0.0% 100%   

ともに楽しむ 

芸術文化・スポーツ・ 

生涯学習・情報発信 

など 

２５ 

13 7 2 2 ２４ 1 

54.2% 29.2% 8.3% 8.3% 100%   

合計 １９５ 
97 46 16 14 １７３ 

22 
56.1% 26.6% 9.2% 8.1% 100% 
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【評価（全体総括）】 

令和４年度は新型コロナの影響が残る中ではありましたが、全体では、指標数

１９５項目のうち、達成率が算定可能な１７３項目中、Ａ評価とＢ評価を合わせ

ると目標達成率８０％を超える項目が１４３項目あり、全体に占める割合は８２.６％

と、概ね目標を達成しました。 

特に、「ともに守る」の項目（防災・防犯、環境等の分野）は、実績が目標を上

回るＡ評価が７０％を超えました。また、「ともに結ぶ」の項目（観光、移住定住・

交通ネットワークなどの分野）は、６０％を超え、比較的高い達成率となってい

ます。 

この前期基本計画１年目の成果を評価・検証し、次年度以降「出雲新話２０３０」

のまちづくりの将来像実現に向けて、更に取組を進めていきたいと考えています。 

 

３ 基本方策ごとの進捗状況・評価 

⑴ともに創る 

チャレンジ目標  新規雇用創出（８年間）２，０００人（年平均２５０人） 

令和４年度実績値 ３８０人（令和３年度実績 ２６８人） 

 

【評価(チャレンジ目標)】 

年平均目標値２５０人を１３０人上回る３８０人の新規雇用が生まれ、目標を

達成しました。（達成率１５２％） 

このうちの約７割が、製造業やＩＴなどソフト産業を中心とした誘致企業にお

ける新規雇用です。新型コロナの影響を受けながらも、国・県・市の各種支援策の

活用などにより、多くの市内企業が堅調な事業展開を進められたと考えられます。

また、令和４年３月の日御碕サテライトオフィスのオープンに伴い、ＩＴ企業の

新規立地が進んでいることから、今後さらに誘致企業による雇用の増加が見込め

ます。 

農林水産業においては、魅力アップのための情報発信や担い手確保・育成支援

などの取組により、多くの新規就業につなげることができました。 

＜ともに創る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/3） 
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＜ともに創る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-5-



＜ともに創る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ともに創る＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

28 16 5 3 3 1 

 

【評価】 

雇用創出・農林水産業・商工業・ＩＴ産業・出雲ブランド等の分野においては、

概ね目標を達成しました。 

Ａ評価のうち、「認定新規就農者」、「新規林業就業者」、「新規漁業就業者」は、

いずれも目標を達成しており、就業者数が増えている状況です。 

一方、Ｄ評価となったのは、３項目でした。 

「圏域市長会ビジネスマッチング及び２１世紀出雲産業支援センター実施の商

談会における成約件数」は、新型コロナの影響や物価高騰等により企業活動が回

復しきれていない状況で、事業者の参加やバイヤー活動が低調だったことが要因

として挙げられます。今後も、引き続きビジネスマッチング、商談会等への参加

企業数増に向けた広報活動、バイヤー招致活動等を実施します。 

産学官金連携による新商品・新サービスの「マッチング支援件数」は、マッチン

グの場である市内事業者向けのセミナー・個別相談会について新型コロナの影響

により、実施できなかったことが要因として挙げられます。今後も、引き続き     

マッチング支援を行うとともに、県が行う産学官連携の事業も活用しながら情報

収集に努めます。 

「企業との交流会参加学生数」は、長く続いたコロナ禍により、交流会に出て

様々な人と関わりたいという学生が減少しているのではないかと推察されます。

今後は、学生への情報発信を強化し、市内・県外での交流会等を継続して取り組

みます。 
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⑵ともに守る 

チャレンジ目標 ＣＯ2の排出量削減（８年後）４６％（平成２５年度比） 

令和４年度実績値 
１１．６％削減※（平成２５年度比） 

※令和４年度環境省公表（令和２年度実績値）データより 

 
【評価(チャレンジ目標)】 

平成２５年度比でＣＯ２の排出量を１１．６％削減しています。これは、市民や

事業者の環境意識の高まりによるものと推察できますが、目標達成のためには更

なる取組が必要です。  

なお、公表データは令和２年度実績値であるため、令和４年４月に新出雲エネ

ルギーセンターが本格稼働し、助燃材の使用量が旧エネルギーセンターに比べて

大幅に減ったことや、市の高圧受電施設の電力をバイオマス発電等を主電源とす

る「いずも縁結び電力株式会社」に切り替えたことは、今後のＣＯ２削減に寄与す

ることが見込まれます。 

 

＜ともに守る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/2） 
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＜ともに守る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（２/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ともに守る＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

2４ 1５ ２ ０ 3 ４ 

 

【評価】 

防災・防犯・脱炭素・環境・空き家対策等の分野においては、概ね目標を達成し

ました。 

Ａ評価のうち、「防災行政無線個別受信機、有線放送及びいずも防災メールの

加入・登録者（世帯）数（累計）」は、目標値を上回る実績（達成率１１１％）と

なりましたが、更なる加入促進に向けて取り組んでいく必要があります。 
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Ｄ評価となったのは、３項目でした。 

「避難行動要支援者の計画作成率」は、計画作成のハードルが高く感じられた

ことや、自治会加入率の低下などが要因として挙げられます。今後も引き続き、

福祉事業所との連携を図るとともに、計画作成の推進に努めていきます。 

「ごみの最終処分量」については、年々減少させる目標に反して増加しました。

これは、コロナ禍により、在宅中の片付けごみが一斉に搬出されたことが要因の

一つとして挙げられます。市民及び事業者への啓発を図り、引き続き、ごみの

減量・再資源化に努めていきます。 

「海岸等一斉清掃参加者数」は、大規模な清掃活動が、新型コロナの影響や、

雨天により実施できなかったことが要因として挙げられます。 
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⑶ともに結ぶ 

チャレンジ目標 交流人口（８年間）１億人（Ｒ４目標値 １,０００万人） 

令和４年度実績値 １，０５０万人（令和３年度実績 ８５３万人） 

 

【評価(チャレンジ目標)】 

 新型コロナの影響が残る中ではありましたが、令和４年度の目標値１,０００

万人を達成しました。  

 これは、出雲の魅力をデジタルを活用した戦略的・効果的なプロモーションや

観光需要喚起策となる出雲の観光キャンペーンを実施したことなどが要因とし

て挙げられます。 

 

＜ともに結ぶ＞重要業績評価指標（KPI）一覧（1/2） 
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＜ともに結ぶ＞重要業績評価指標（KPI）一覧（2/2） 
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＜ともに結ぶ＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

3２ 20 5 3 ２ 2 

 

【評価】 

観光・移住定住・交通ネットワーク・広域連携・文化財などの分野においては、

概ね目標を達成しました。 

Ａ評価のうち、「宿泊者数」は、デジタルマーケティングによる情報発信や、

観光客に響く周遊型旅行商品の造成などが要因として挙げられます。 

Ｄ評価となったのは、２項目でした。 

 「神門通り地区 建物等修景助成件数」は、他の助成制度を活用されたことな

どにより助成申請はありませんでしたが、景観に配慮した複数店舗の出店があり

ましたので、目的自体は達成されています。今後も、制度の周知を図り、賑わいの

ある門前町にふさわしい街並み形成に取り組みます。 

「新婚・子育て世帯ＵＩターン支援助成件数」は、様々な周知活動を行いました

が、制度初年度であったことが要因として挙げられます。今後も引き続きより

一層の周知を図っていきます。 
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⑷ともに支える 

チャレンジ目標 
合計特殊出生率（８年後）２．１  

健康寿命延伸（８年後）１年［男性 17.54 年、女性 21.00年］ 

令和４年度実績値 

合計特殊出生率   １．６２（令和３年度実績１．７２） 

健康寿命延伸   男性０．８７年、女性０．５３年 

  ［男性 18.41年、女性 21.53年］ 

 

【評価(チャレンジ目標)】 

 令和４年度の合計特殊出生率は、前年度実績を下回る１．６２となりました。

全国平均が１．２６、島根県平均が１．５７と比較すると高いと言えますが、目標

達成のためには更なる取組が必要です。 

 また、健康寿命※１は、基準値※２より男性０．８７年、女性０．５３年それぞれ

延伸しました。今後も引き続き、総合的な健康づくり、介護予防などに取り組み

ます。 

※１ 本市の平成２９年～令和３年の６５歳平均自立期間の平均値 

※２ 本市の平成２３年～平成２７年の６５歳平均自立期間の平均値 

＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/4） 
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＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（2/4） 
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＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（3/4） 
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＜ともに支える＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（4/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ともに支える＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

６5 ２7 １7 5 ４ １２ 

 

【評価】 

子育て・福祉・医療介護・インフラなどの分野においては、概ね目標を達成しま

した。 

Ａ評価のうち「保育所の待機児童数」は、認可保育所の施設整備による定員の増

や年度当初からの定員の弾力化により、待機児童数が０人となりました。 

また、「乳幼児健診受診率」は、子育て教室、全戸訪問、相談等様々な場面での
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周知や医療・関係機関の働きかけにより、受診意識が高まり、目標を達成できま

した。 

Ｄ評価となったのは、４項目でした。 

「胃がん検診」と「結核・肺がん検診」の受診率が低い結果となりました。今後

は、この結果を踏まえ、個人通知やリマインド通知、ＳＮＳを活用した周知に

取り組むとともに、休日セットがん検診や事業所健診との連携を検討したいと

考えています。 

「携帯電話の不感エリア箇所数」は、携帯電話事業者による移動通信鉄塔の

独自整備や補助金活用事業への参画が得られなかったことが要因です。今後も

引き続き、携帯電話事業者と協議を行うとともに、国の補助制度拡充に向けた

要望活動を行っていきます。 

「島根県オープンデータカタログサイトにおける保有データのオープンデータ

登録済み件数」は、どのようなデータを追加するか、その方針が未決定だった

ことが要因です。今後、効果的なデータ利活用の方針を速やかに策定します。 
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⑸ともに育む 

チャレンジ目標 
高校生が「出雲に愛着や、魅力・誇りを感じる」と答え

た割合８５％ 

令和４年度実績値 ７８．８％（令和３年度実績 ８１．１％） 

 

【評価(チャレンジ目標)】   
出雲に愛着や魅力・誇りを「感じる」、「ある程度感じる」と答えた高校生の割合

は７８．８％となり、前年度実績を下回りました。高校生が重要だと思う取組の

問いに対し、「公共交通の充実」や「活気ある商店街づくり」等が上位に挙げられ

ており、今後、このような取組を行っていく必要があります。 

＜ともに育む＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/2） 
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＜ともに育む＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（２/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜ともに育む＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

2１ 6 １0 ３ ０ ２ 

 

【評価】 

 教育分野、市民活動、自治会活動などの分野においては、概ね目標を達成しま

した。 

 Ａ評価のうち、「日本語習得に係る児童生徒の指導目標達成者の割合」は、指導

員等の計画的な配置により、きめ細かな指導や支援を実施することができました。 

また、「生涯学習講座の年間実施回数」は、行政課題解決や地域の魅力を伝える

生涯学習講座を連続実施したため、目標値を達成しました。 

なお、Ｄ評価の項目はありませんでした。 
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⑹ともに楽しむ 

チャレンジ目標 
生涯学習等施設利用者数（８年間）２２００万人 

（年平均２７５万人） 

令和４年度実績値 ２３３万人（令和３年度実績 ２１８万人） 

 

【評価(チャレンジ目標)】 

 新型コロナの影響により、年平均２７５万人の目標は達成できませんでした。 

 目標値の算定根拠としたコロナ禍前の平成３０年度比で、利用者数はコミュニ

ティセンターが延べ約２７万人、出雲科学館が延べ約７万人減っています。 

  

＜ともに楽しむ＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（1/2） 
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＜ともに楽しむ＞重要業績評価指標（ＫＰＩ）一覧（2/2） 
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＜ともに楽しむ＞重要業績評価指標（KPI）の評価結果 

指標数 
評価 

その他 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

2５ １３ ７ ２ ２ １ 

 

【評価】 

 芸術文化・情報発信などの分野においては、概ね目標を達成しました。 

Ａ評価のうち、「『日本の心のふるさと出雲』応援寄附件数」は、目標に対し、

約３割寄附件数が伸びました。寄附金額も１０億円を超えました。これは、返礼

品の充実やポータルサイトの追加等が要因として挙げられます。更なる寄附増

に向けて、今後も積極的に取り組みます。 

Ｄ評価となったのは、２項目でした。 

「市民参加型スポーツ大会（市内）参加者数」及び「出雲科学館年間来館者数」

については、新型コロナの影響によるイベントの中止や参加自粛、人数制限を 

行ったことなどが要因として挙げられます。 
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令和４年度 高校生アンケートの結果（概要） 
市内の高校生を対象に、現在の出雲市や将来に対する思いや考え、まちづくりの提案などに

ついて調査しました。 

調査対象 出雲市内の高校３年生 

回収数 １，４４３人 

調査方法 学校を通じて配布・回収（回答は無記名） 

調査実施期間 令和４年（２０２２）９月～１０月 

 

 

１．回答者の属性 

（１） 性別               （２）居住地 

男性 633 人 

女性 732 人 

答えたくない 52 人 

未回答 26 人 

計 1,443 人 

 

 

 

 

 

 

２．高校生アンケート調査の結果概要 

（１）出雲市に愛着や魅力、誇りを感じますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ある程度感じる」が 44.4％で最も高く、「感じる」と合わせると 78.8％になり、全

体の 8割程度が．「愛着や魅力・誇り」を感じると回答しています。なお、昨年度から

約 2ポイント低下しました。 

 

出雲地域 847 人 

平田地域 179 人 

佐田地域 11 人 

多伎地域 16 人 

湖陵地域 25 人 

大社地域 76 人 

斐川地域 188 人 

出雲市外 75 人 

未回答 26 人 

 計 1,443 人 

【参考】 
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（２）出雲への定住意向 

これからも出雲市に住み続けたいと思いますか。（出雲市にお住まいの方のみ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

【男女別】 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「一度は市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」が 36.9％で最も多く、「住み続け

たい」の 19.9％と合わせると、全体の 6割弱が定住意向を示しています。 

 

 男女別にみると、「住み続けたい」、「一度は市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」

と回答した人が男性は 56.3％、女性が 65.1％となり、「住み続けたい」と「一度は

市外へ出ても、出雲に戻って住みたい」をあわせると、女性の割合が高い結果とな

りました。 
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●出雲市に住みたい理由を教えてください。

（「住み続けたい」または「一度は市外へ出ても、戻って住みたい」を選択した方のみ） 

※２つまで選択可

●出雲市に住みたくない理由を教えてください。

（「住みたくない（市外に出て、出雲市には戻らない）」を選択した方のみ） 

※２つまで選択可

-25-



（３）将来の出雲市について 

今後の出雲市のまちづくりに向けて、あなたが重要だと思う取組は何ですか。※５つまで選択可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の出雲市のまちづくりに向けて、重要だと思う取組としては、昨年度のアンケートと同様に、

「バス、鉄道、空路など交通ネットワークを充実させる」が最も高く 52.0％、次に「人が集まる

活気のある商店街を作る」が 47.8％となっており、この２つが特に高くなっています。特に「人

が集まる活気のある商店街を作る」は昨年度から 7ポイント近く上昇しました。 

 続いて、「芸術文化・スポーツ・レクリエーションの場を拡充・整備する」が 26.8％、「魅力ある

大学などの高等教育機関を増やす」が 25.3％、「安心して子育てできる環境を整える」が 25.0％

などとなっています。 

 
●バス、鉄道、空路などの交通ネットワークを 
 充実させる  
●人が集まる活気のある商店街を作る  
●芸術文化・スポーツ・レクリエーションの場を 

拡充・整備する 

●魅力ある大学などの高等教育機関を増やす 
 

●安心して子育てできる環境を整える  
 
●企業誘致や地場産業の活性化により魅力ある 

職場を増やしたり、起業しやすい環境を整える  
●ＡＩ、ＩＣＴなどの先端技術を活用して、地域 
の課題解決や行政サービスの充実を図る 
 

●様々な災害に備えるために防災体制を強化する 
 

●歴史文化遺産や伝統文化を大切にする 
 
●地域で安心して暮らせるよう医療や福祉の制度 
を充実させる 

●市内の地域資源等を活用して、積極的に観光 
振興を図る 

●豊かな自然環境を生かし、農林水産業の振興や 
再生可能エネルギー（太陽光、風力、バイオマス 
など）の活用を図る 

●ゴミの減量化やリサイクルを進め、自然環境や 
生活環境を守る 

●生きる力と夢を育むため、教育環境を充実 
させる 

●外国人住民との相互理解を進め、ともに安心 
して暮らせるまちをつくる 

●差別や偏見のない明るく住みよい社会を 
めざし、人権教育・啓発を進める 

●道路や下水道の整備など生活環境を良くする 
 
●若者の地域活動や政治への積極的な参加を 
促進する 
 

●性別にとらわれず個性と能力を発揮できるよう 
男女共同参画を進める  

●市民のボランティア活動やまちづくり活動を 
積極的に支援する 

●近隣の市町村と連携して、広域的なまちづくり 
を進める 

●その他 
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